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自然災害国 日本
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H29.7

H28.90

九州北部豪雨災害
鳥取中部地震

H28.8 平成28年台風90号

H28.4 熊本地震

H27.9 関東・東北豪雨

H26.99 長野県北部断層地震

H26.8 広島土砂災害

H26.8 平成26年8月豪雨

H27.90 伊豆大島土砂災害

H24.7 九州北部豪雨

H23.8 紀伊半島大水害

H23.3 東日本大震災
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自然災害と歴史
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貞観地震（869年）

東日本大震災（2011年）

安政東海地震（1854年）
安政南海地震（1854年）
安政江戸地震（1855年）
安政伊賀上野地震(1854年）

元禄地震（9703年）
宝永地震（9707年）
富士山宝永噴火（9707年）

富士山貞観噴火（864年）

関東大震災（1923年）

明治三陸津波（9896年）
濃尾地震（9899年）

昭和東南海地震（9944年）
昭和南海地震（9946年）

明治維新（1868年）

第二次世界大戦・敗戦（1945年）

近代国家へ

戦後復興・高度経済成長

21世紀の日本は？
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自然災害と環境・健康問題
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自然災害

災害廃棄物

化学物質汚染 生態系影響

感染症
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災害廃棄物の問題
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• 災害廃棄物の特性
• 一度に大量発生（水害時は発災直後から）
• 通常の一般廃棄物と異なる組成（産廃系も）、態様（粗大系）
• 混合状態

• 結果として
• 公衆衛生・環境の悪化（悪臭、感染症、アスベスト）
• 復旧復興の遅れ
• コスト増による自治体財政の圧迫（数十～数百億円規模の事業）
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災害廃棄物の処理
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生活ごみ、し尿の処理
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形式知 暗黙知

実践知

ルール化・
計画・マニュアル化 人とネットワークづくり

現場裁量総合調整

東日本大震災からの教訓

【出典】大迫政浩, 遠藤和人 (2014) 災害廃棄物処理の実態と課題.地球環境 Vol.18 No.1 45−54（2013）
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事例：平成27年関東・東北豪雨

仮置場での初動対応の重要性
• 十分なスペースの一次仮置場確保、分別指示・荷卸し支援等の体制確保（ボ

ランティア含む）、市⺠への広報など
• ボランティアとの協力が必要
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事例：平成28年熊本地震
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• クリーンセンターの炉が停止、生活ごみの処理ストップ、広域処理
で対応しつつ、施設の復旧を急いだ。

• 片づけごみの仮置き場搬送：持ち込み方式vs.ステーション方式
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事例：平成29年九州北部豪雨災害
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勝手仮置場の発生
分別を徹底することを条件に自治会判断で仮置場を設置可。50個所以上の

勝手仮置場が発生
⻑所：一人暮らしの⾼齢者、運搬手段のない被災者には便利
短所：混合廃棄物発生、収集車不足
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形式知 暗黙知

実践知

ルール化・
計画・マニュアル化 人とネットワークづくり

現場裁量総合調整

これまでの災害対応からの教訓

【出典】大迫政浩, 遠藤和人 (2014) 災害廃棄物処理の実態と課題.地球環境 Vol.18 No.1 45−54（2013）
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災害廃棄物対策における人材育成の重要性

ハード面の対策 ソフト面の対策

�施設の耐震化、強靭化
�必要な資材の備蓄

など

�計画・BCPの作成
�協定の締結
�人材の育成

など

�災害廃棄物対策指針では自治体が教育研修を定期的・継続的に行うこ
とで、職員の能力維持に努めることの重要性が記載されている。

�廃掃法基本方針においても、非常災害時に向けた体制整備（計画作り、
人材育成も含め）が位置づけられた。

出典：森：廃棄物資源循環学会「アジア太平洋地域における災害廃棄物対策」 2017年9月7日



国立環境研究所

National Institute for Environmental Studies

災害廃棄物対策に関するシンポジウム
平成29年12月14日,砂防会館

出典：森：廃棄物資源循環学会「アジア太平洋地域における災害廃棄物対策」 2017年9月7日 13

災害廃棄物対策に必要とされる能力の整理

●技術的スキル
●想像力、決断・判断力
●調整・交渉力、説明力

スキル マインド

●タフな心と体、職務への使命
感、責任感
●相手を思いやる態度、誠意
●物怖じしない前向きな態度
●柔軟に対応しようという態度

知識

平時の廃棄物処理にも必要とされる基本的な知識（全職位に共通）

災害時特に必要とされる知識

廃棄物処理に関連する法制度の知識
一廃や産廃の処理に必要な技術的知識 など

災害廃棄物処理の全体像に関する知識、
災害対策基本法、災害救助法、地方自治法等の災害対応全体の枠組みに関する知識 など

※国立環境研究所 災害廃棄物に関する研修ガイドブック（総論編：基本的な考え方）より
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災害廃棄物対策に必要な能力の習得方法

OJT
（On the Job Training)

Off JT
(Off the Job Training)

� 平時の業務
� 災害廃棄物処理計画の作成
� 被災地への派遣応援

など

� 教育研修

講義、ワークショップ、図上演習、
実働訓練、現地視察 など

出典：森：廃棄物資源循環学会「アジア太平洋地域における災害廃棄物対策」 2017年9月7日
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各主体の役割を踏まえた階層的な教育研修のあり方

市町村 � 現場レベルでの実働訓練 等

都道府県
政令市

� 取組への意欲醸成、基本的知識の習得を目指し
た講演、講義、ワークショップ

� 発災後の対応を想定した図上演習 等

国
地域ブロック

� 広域連携を想定した情報伝達訓練、図上演習
� 大規模災害から得られた教訓の共有
� 自治体における計画・研修取組のノウハウ共有 等

参加

参加

参加

関係団体
研究機関
等

参加
知見提供

参加
知見提供

参加
知見提供

出典：森：廃棄物資源循環学会「アジア太平洋地域における災害廃棄物対策」 2017年9月7日
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災害廃棄物分野における教育研修の現状

�災害廃棄物処理計画の作成が進むに
つれて、計画の実効性を高めるため
の人材育成が大きな課題。

�いくつかの自治体や地域ブロックに
おいて、積極的な研修取組が実施さ
れている。

�講義形式だけでなく、ワークショッ
プ、図上演習、現地視察といった多
様な研修手法が広がりつつある。

�現状では、それぞれの自治体＆地域
ブロックが手探りで取組を進めてい
る。

0
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8

90

92

94

H26年度 H27年度 H28年度

災害廃棄物関係の研修を実施した
都道府県数の推移

（注：筆者が把握している研修実績を基に
作成）

出典：森：廃棄物資源循環学会「アジア太平洋地域における災害廃棄物対策」 2017年9月7日
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研修の手法

• 座学
• 被災者の体験談
• 専門家の講義

など
• 参加型研修

• ワークショップ
• 討議型の机上演習
• 状況付与型の図上演習

など
• 実動訓練

• 一次仮置場の実働訓練
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手探りで研修手法を開発している段階にある中で、以下について実施例が
蓄積されつつある
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研修後について考えるべきこと

• 研修に参加した個人が得た問題意識、知識、ノウハ
ウを組織の力にする

• 計画策定など組織としての災害廃棄物対策に結びつくよ
う、研修で得た成果を活用する道筋を示す

• 異動への対応
• 異動したらゼロになる、ではなく、異動前に財産を残し

ておく
• 異動しても活躍できるように、事前調整を図る
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人材育成と処理計画の策定・見直し
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発災前 発災後
「処理計画」

（被害想定に基づく）
「○○災害の

処理実行計画」
基本的な体制・
実施業務・手順
（被害想定に
基づかない）

「被害想定1の処理フロー」
「被害想定2の処理フロー」

「被害想定nの処理フロー」

「○○災害の
処理実行計画」…

災害対応力（実行計画作成能力）の向上

� まずは初動対応が取れるよう、体制、実施業務、業務実施
方法などの基本的事項を取りまとめる

� 被害想定にとらわれないことが重要
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人材育成と処理計画の策定・見直し

• 処理計画の策定プロセスを対応力向上の機会とする

• 計画には載せない情報も整理して手元に残す（e.g. 仮置
場リスト, 事業者情報, 他）

• 関連部署との連携、調整を図る

• 計画を理解している人を増やす
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異動への対応例：
和歌山県「災害廃棄物処理支援要員制度」
• 例大規模災害が発生した際に、県職員を市町村に派遣する制度
• 支援要員は、廃棄物行政経験年数、災害派遣経験者等の基準によ

り知事が任命
• 職員が廃棄物部局以外に異動した場合でも、災害発生時には引き

続き支援要員となりうる（一部のケースを除く）
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効率的・効果的な人材育成に向けて
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研修

処理計画策定などの
災害廃棄物対策

災害廃棄物対応
（被災または支援）

・意欲の向上
・道筋の提示
・事前対策容の

検証

・役割分担、情
報や手順の整
理

・処理計画の
修正

・経験者を活
用する仕組
みを検討

・より⾼度な
研修の設計

・知識、スキル、
マインドの習
得

・研修で経験
者を活用
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参考図書
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無料でダウンロードしていただけます！
http://dwasteinfo.nies.go.jp/cd/index.html
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非常時対応力から平時対応力へのサイクル
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災害時の対応力の
向上

平時の廃棄物管理
能力の向上

好循環
人材力

ネットワーク

市民との信頼感

市民意識向上


